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外科領域の技術認定医とそれに準ずる臨床経験を持った小児外科熟練医群 [Pediatric Surgery 
Experts(PSE): n=15]、内視鏡外科手術経験が 50 例未満の小児外科修練医群 [Pediatric Surgery 








Electromagnetic tracking systemを用いて鉗子軌道を計測している。 
 
結果を著者は以下のように報告している。計 49人の被験者計測結果が得られた。i）各群の所要時間


























Pediatric Surgery International, 10, 963-9, 2015に掲載されており、今後の小児外科医の手術教育に
大きく寄与する貴重な研究と言える。 
平成 28年 12月 27日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を
求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定し
た。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
  
 
